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二
〇
二
二
年
八
月
七
日
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
史

上
初
の
左
派
政
権
、
グ
ス
タ
ボ
・
ペ
ト
ロ
大

統
領
が
就
任
す
る
。
彼
と
そ
の
右
腕
と
な
る

フ
ラ
ン
シ
ア
・
マ
ル
ケ
ス
副
大
統
領
の
登
場

は
、
同
国
に
と
っ
て
は
文
字
通
り
「
歴
史
的

変
革
」
の
第
一
歩
と
な
る
。

　

Ｇ
・
ペ
ト
ロ
は
一
九
六
〇
年
に
カ
リ
ブ
海

沿
岸
コ
ル
ド
バ
県
で
生
ま
れ
る
が
、
首
都
ボ

ゴ
ダ
近
郊
の
シ
パ
キ
ラ
市
に
家
族
で
移
住
し

た
。
そ
こ
で
左
翼
ゲ
リ
ラ
組
織
「
四
月
一
九

日
運
動
」（
Ｍ
―
19
）
に
加
入
し
、
プ
ロ
パ

ガ
ン
ダ
地
下
活
動
を
し
な
が
ら
、
二
〇
代
で

市
議
会
議
員
と
な
る
。
コ
ロ
ン
ビ
ア
で
は

一
九
六
〇
年
代
か
ら
左
翼
ゲ
リ
ラ
の
活
動
が

活
発
で
あ
っ
た
が
、
Ｍ
―
19
は
一
九
七
〇
年

の
大
統
領
選
挙
に
お
い
て
左
派
政
党
Ａ
Ｎ
Ａ

Ｐ
Ｏ
（
全
国
民
衆
連
合
）
候
補
の
優
勢
が
認

め
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
伝
統
的
二
大

政
党
体
制
に
対
す
る
社
会
変
革
に
挑
ん
で
発

足
し
た
都
市
部
ゲ
リ
ラ
組
織
で
あ
っ
た
。

　

一
九
九
〇
年
に
Ｍ
―
19
は
非
武
装
化
し
、

九
一
年
の
制
憲
議
会
以
後
、
政
党
Ａ
Ｄ
―
Ｍ

―
19
（
民
主
同
盟
―
Ｍ
―
19
）
と
し
て
多
元

的
民
主
主
義
を
め
ざ
し
た
。
ペ
ト
ロ
は
奨
学

金
を
得
て
エ
ク
ス
テ
ル
ナ
ー
ド
大
学
経
済
学

部
卒
業
後
、
大
学
院
で
は
環
境
問
題
や
行
政

学
も
学
ん
だ
。
並
行
し
て
、
九
〇
年
代
は
国

政
下
院
議
員
と
し
て
政
治
家
の
キ
ャ
リ
ア
を

積
む
。
当
時
は
非
武
装
化
し
た
左
翼
ゲ
リ
ラ

に
対
し
て
右
翼
に
よ
る
暴
力
が
拡
大
し
た
時

期
で
あ
り
、
一
時
期
は
身
の
安
全
の
た
め
に

在
ベ
ル
ギ
ー
大
使
館
員
と
し
て
派
遣
さ
れ
た

（
九
四
～
九
六
年
）。
九
七
年
ボ
ゴ
タ
市
長
選

に
立
候
補
し
て
落
選
す
る
が
、
二
〇
〇
二
年

に
下
院
議
員
と
な
り
、
反
政
治
汚
職
、
パ
ラ

ミ
リ
タ
リ
ズ
ム
（
左
翼
ゲ
リ
ラ
に
対
す
る
準

軍
事
組
織
に
よ
る
「
自
警
」
活
動
）
へ
の

糾
弾
を
続
け
た
。
そ
の
後
左
派
野
党
Ｐ
Ｄ

Ａ
（
も
う
ひ
と
つ
の
民
主
主
義
の
極
）
か
ら

上
院
議
員
を
務
め
、
二
〇
一
〇
年
に
は
初
め

て
大
統
領
選
に
立
候
補
し
た
。
一
二
年
に
は

八
〇
〇
万
票
の
大
量
得
票
で
ボ
ゴ
タ
市
長
に

選
出
さ
れ
た
。
そ
の
後
一
六
年
に
も
再
度
大

統
領
選
に
立
候
補
し
落
選
。
今
回
三
度
目
の

出
馬
で
つ
い
に
政
権
を
勝
ち
取
っ
た
。
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ま
ず
、
ペ
ト
ロ
政
権
発
足
の
背
景
を
み
て

お
き
た
い
。
一
九
九
一
年
の
制
憲
議
会
選
挙

を
経
て
も
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
二
大
政
党
体
制

は
崩
れ
な
か
っ
た
。
反
政
府
左
翼
ゲ
リ
ラ
Ｆ

Ａ
Ｒ
Ｃ
（
コ
ロ
ン
ビ
ア
革
命
軍
）
か
ら
市
民

政
党
の
道
を
選
ん
だ
Ｕ
Ｐ
（
愛
国
同
盟
）
の

議
員
た
ち
は
数
多
く
殺
害
さ
れ
た
。
左
派
政

党
の
存
在
は
あ
る
も
の
の
、
多
元
的
民
主
体

制
と
は
言
い
難
い
状
況
下
で
、
二
〇
一
六
年

の
政
府
と
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
と
の
和
平
合
意
に
対
す

る
国
民
投
票
は
、
ウ
リ
ベ
上
院
議
員
（
元
大

統
領
）
率
い
る
反
対
派
が
一
％
に
満
た
な
い

僅
差
で
上
回
り
、
否
決
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

同
年
に
修
正
合
意
が
認
め
ら
れ
、
元
兵
士
の

武
装
解
除
・
動
員
解
除
・
社
会
復
帰
（
Ｄ
Ｄ

Ｒ
）
過
程
が
始
ま
っ
た
が
、
国
民
の
分
断
は

い
っ
そ
う
顕
著
に
な
っ
た
。

　

ペ
ト
ロ
は
二
〇
一
八
年
の
大
統
領
選
で

ド
ゥ
ケ
現
大
統
領
と
決
戦
投
票
で
競
り
負
け

た
が
、
上
院
議
員
と
し
て
活
動
を
続
け
、
満

を
持
し
て
副
大
統
領
候
補
マ
ル
ケ
ス
と
と
も

に
出
馬
し
た
。
選
挙
は
急
浮
上
し
た
右
派
ポ

ピ
ュ
リ
ス
ト
の
Ｒ
・
エ
ル
ナ
ン
デ
ス
と
の
決

戦
と
な
り
、三
％
差
で
ペ
ト
ロ
が
勝
利
し
た
。

Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
の
非
武
装
後
も
暴
力
に
苦
し
む
沿

岸
地
域
や
国
境
の
辺
境
地
域
で
ペ
ト
ロ
が
勝

利
し
、
ボ
ゴ
タ
を
除
く
大
都
市
を
擁
す
る
内

陸
部
は
軒
並
み
右
派
の
勝
利
と
な
っ
た
。
決

戦
投
票
に
残
っ
た
二
人
の
経
歴
か
ら
は
、
既

存
の
伝
統
的
政
党
へ
の
信
頼
失
墜
と
「
現
状

か
ら
の
変
化
」
を
渇
望
す
る
有
権
者
の
投
票

行
動
が
反
映
さ
れ
た
選
挙
で
あ
っ
た
と
理
解

で
き
る
。

　

新
政
権
に
と
っ
て
、
深
ま
る
分
断
の
修
復

と
国
民
和
解
、
コ
ロ
ナ
危
機
で
深
刻
化
し
た

経
済
・
地
域
格
差
の
改
善
、
左
翼
ゲ
リ
ラ
Ｅ

Ｌ
Ｎ
（
民
族
解
放
軍
）
と
の
和
平
交
渉
再
開

な
ど
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ

問
題
の
経
済
に
与
え
る
影
響
も
む
ろ
ん
あ
る
。

　

左
派
ペ
ト
ロ
政
権
の
登
場
に
対
し
て
は
、

コ
ロ
ン
ビ
ア
の
極
左
化
を
危
ぶ
む
声
も
あ
っ

た
。
だ
が
、
新
閣
僚
の
顔
ぶ
れ
か
ら
は
、
選

挙
を
戦
っ
た
右
派
や
中
道
左
派
を
取
り
込

み
、
分
断
か
ら
統
合
を
図
る
賢
明
な
舵
取
り

が
確
認
で
き
る
。
周
辺
国
の
左
傾
化
と
の
連

動
と
い
う
よ
り
は
、
長
年
の
硬
直
し
た
民
主

体
制
に
風
穴
を
開
け
よ
う
と
す
る
流
れ
で
は

な
い
か
。

　

新
国
家
計
画
は
、
社
会
と
経
済
の
中
心
に

「
生
命
（
生
活
）」
を
置
き
、
変
革
の
担
い
手

の
中
心
に
女
性
を
位
置
付
け
る
。
気
候
変
動

と
の
戦
い
、
採
掘
主
義
経
済
か
ら
の
脱
却
、

諸
権
利
の
保
障
、
真
の
平
和
な
ど
が
主
要
命

題
と
し
て
並
ぶ
。
こ
れ
ら
の
課
題
へ
の
取
り

組
み
に
は
、
初
の
ア
フ
ロ
系
女
性
と
し
て
副

大
統
領
に
就
任
す
る
環
境
問
題
活
動
家
マ
ル

ケ
ス
の
存
在
が
鍵
と
な
る
。

　

コ
ロ
ン
ビ
ア
の
左
傾
化
で
最
も
周
囲
か
ら

注
目
さ
れ
る
の
は
対
米
関
係
と
対
ベ
ネ
ズ
エ

ラ
外
交
で
あ
ろ
う
。
マ
ド
ゥ
ロ
政
権
と
の
関

係
改
善
は
明
言
し
て
い
る
が
、
国
内
の
大
量

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
難
民
に
対
す
る
政
策
転
換
の
有

無
が
今
後
の
争
点
と
な
る
だ
ろ
う
。
●




